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　都祁の秋・収穫の秋を堪能！
　春に植えたサツマイモを収穫します。
　その後、都祁産野菜を調理し、味わいます。

　日時：10月20日（土）９：３０～１５：００
　場所：奈良市都祁藺生町の畑、
　　　　都祁福祉センター
　集合：都祁福祉センター駐車場

☆参加者募集は終了しています。

地域の皆様の交流の場に、生涯学習を知る第
一歩に気軽にご来場を！
　３日（土） 作品展示、バザー、菊花展、
 　　　　　　講演会、物産展
　４日（日） 作品展示、バザー、菊花展、
　　　　　　 舞台発表、物産展
　開催場所：都祁交流センター・都祁体育館

　
都
祁
交
流
セ
ン
タ
ー
を
舞
台
に
、

今
年
も
「
つ
げ
ま
つ
り
2
0
1
8
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

 
十
一
月
三
日
・
四
日
の
開
催
に
向

け
て
実
行
委
員
会
が
催
さ
れ
、
詳
細

が
決
め
ら
れ
ま
し
た
。

 
今
回
は
、
バ
ザ
ー
を
二
日
間
に

渡
っ
て
開
催
す
る
こ
と
と
、
展
示
を

十
一
月
十
日
ま
で
延
長
す
る
事
に
な

り
ま
し
た
。

　
特
に
展
示
は
従
来
よ
り
出
点
数
が

増
え
充
実
し
て
い
る
模
様
で
す
。

　
又
、
十
一
月
三
日
の
特
別
講
演

は
、
前
に
お
知
ら
せ
し
て
お
り
ま
し

た
都
祁
方
言
調
査
を
踏
ま
え
た
報
告

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
開
催
一
週
間
前
に
は
、
都
祁
交
流

セ
ン
タ
―
周
辺
に
「
つ
げ
ま
つ
り

2
0
1
8
」
の
幟
も
立
て
ら
れ
る
事

に
な
り
ま
し
た
。

　
展
示
参
加
者
は

　
都
祁
文
化
協
会
所
属
団
体

　
・
大
和
未
生
流

　
・
都
祁
水
彩
ク
ラ
ブ

　
・
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
フ
ト
ク
ラ
ブ

　
・
日
本
画
教
室

　
・
都
祁
山
野
草
会

　
・
池
坊
生
花
ク
ラ
ブ
　
・
恵
香
院

　
・
フ
ォ
ト
つ
げ

　
都
祁
中
学
校
美
術
部
、

 
都
祁
小
学
校
　
認
定
こ
ど
も
園
、

 
山
辺
高
校
茶
道
部

　
都
祁
公
民
館
と
個
人
の
方
七
名
で

す
。

　
舞
台
発
表
参
加
者
は

　
都
祁
文
化
協
会
所
属
団
体

　
・
O
H
P
つ
げ
　
・
利
華
会

　
・
詩
吟
コ
ス
モ
ス
の
会

　
一
般
参
加
団
体

　
・
都
祁
シ
ル
バ
ー
コ
ー
ラ
ス

　
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

L
u
a
n
a
 
・
F
i
n
a
l
y

b
y
 
J
.
M
.
Y

 
・
な
ん
く
る
エ
イ
サ
ー

　
・
琴
伝
流
大
正
琴
ほ
ほ
え
み
会

　
・
琴
伝
流
大
正
琴
わ
か
ば

　
・
剣
扇
舞
　
神
心
流
　
尚
道
館

　
・
３
B
体
操
（
中
西
教
室
と
植
田
教

室
）

　
・
吐
山
太
鼓
踊
り

　
都
祁
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
個
人
の
方

一
名
で
す
。

　
「
つ
げ
ま
つ
り
2
0
1
8
」
の
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
開
催
日
が
近
づ
き

ま
し
た
ら
新
聞
折
り
込
み
等
で
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。

　
是
非
、
開
催
日
に
都
祁
交
流
セ
ン

タ
ー
へ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
、
特
別
講
演
の
詳
細
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
日
時
☟
十
一
月
三
日
　
土
曜

　
　
　
　
午
後
一
時
半
か
ら

　
場
所
☟
奈
良
市
都
祁
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
高
原

　
演
題
「
奈
良
県
東
部
方
言
の
特
徴
と

　
　
　
　
そ
の
変
化
」

　
講
師
　
中
　
井
　
精
　
一
　
氏

　
　
　
　
富
山
大
学
人
文
学
部
教
授

　
数
年
に
渡
り
奈
良
県
東
部
の
方
言
を

調
査
し
、
今
夏
の
都
祁
方
言
調
査
で
奈

良
県
東
部
全
域
の
方
言
調
査
が
完
了
し

ま
し
た
。

　
言
葉
か
ら
見
た
「
都
祁
の
文
化
」
と

周
囲
と
の
関
連
性
を
学
ぶ
機
会
だ
と
思

い
ま
す
。

　
参
加
無
料
で
す
。

　
多
く
の
ご
参
加
を
お
待
ち
致
し
ま

す
。

　
 
都
祁
福
祉
セ
ン
タ
ー
和
室
・
調
理
室

　
　
費
用
　
一
人
・
五
百
円

　
　
小
学
生
以
上
十
名
募
集

　
　
十
四
時
～
十
六
時

　
　
都
祁
公
民
館
実
習
室

　
　
都
祁
公
民
館
実
習
室

　
　
費
用
無
料
　
十
八
名
募
集

　
「
ほ
が
し
わ
弁
当
」
と
「
大
和
雑
煮
」

　
　
奈
良
の
伝
統
料
理
を
体
験
し
ま
す
。

　
　
十
一
月
十
七
日
（

土
）
十
四
時
～

　
　
十
時
～
十
四
時
三
十
分

　
　
対
象
は
都
祁
地
域
の
小
学
生
・
幼
児

　
　
　
（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い
）

　
会

、
ゲ
ー
ム
大
会
を
し
ま
す

　
　
費
用
　
二
千
五
百
円
程
度

 
●
キ

ッ
ズ
つ
げ
ザ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
つ
く
り
と

、
お
食
事

 
十
二
月
二
十
二
日

（
土

)

十
時
～
十
五
時

　
●
つ
げ
体
験
セ
ミ
ナ
ー

　
秋
の
寄
せ
植
え

　
　
費
用
　
千
五
百
円
　
十
八
名
募
集

　
　
十
二
月
八
日

（
土

）

都祁公民館だより 平成３０年１０月１４日

都祁公民館だより

つ
げ
ま
つ
り

　
　
季
節
の
花
を
寄
せ
植
え
で
楽
し
み
ま
す
。

　
　
十
一
月
二
十
四
日
（
土
）

 
 
 
 
十
四
時
～
十
六
時

　
　
都
祁
公
民
館
実
習
室
　
十
八
名
募
集

　
●
キ
ッ

ズ
つ
げ
ザ
ー

　
干
し
柿
つ
く
り

　
●
す
ず
ら
ん
学
級
「
ミ
ニ
盆
栽
」

　

―いも掘り体験と都祁産野菜の料理―

　
　
●
奈
良
食
体
験

館
長
　
岡
　
本
　
胤
　
継

講座のお問い合わせ・お申込みは、電話・ＦＡＸで都祁公民館まで（月曜日・祝日は休館日です）TEL＆FAX　0743-82-1362

　
　
二
種
類
の
干
し
柿
を
作
り
ま
す
。

　
　
都
祁
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
和
室

　
　
費
用
　
五
百
円

　
　
　

（
注

）
各
講
座
と
も

、
内
容
や
費
用
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

。

　
　
十
二
月
十
四
日
（
金

)

　
正
月
用
ミ
ニ
盆
栽
を
作
り
ま
す
。

十

一

月

か

ら

十

二

月

の

開

催

講

座

アクティブシニア農業体験事業

予

定

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A3JuMEabmP5TVEoAYWuU3uV7/SIG=139jv098f/EXP=1409280539/**http:/userdisk.webry.biglobe.ne.jp/002/489/07/N000/000/025/132283408037513121952.jpg


第４号

　◆○○の秋◆
 ある人が、一年間、新聞紙
面で、○○の秋が登場した
回数を調べたそうです。皆
さんはどんな秋が一番だと
思いますか。
「実りの秋」「芸術の秋」
「食欲の秋」「読書の秋」
「収穫の秋」「行楽の秋」
「紅葉の秋」「音楽の秋」
「睡眠の秋」「美術の秋」
「スポーツの秋」のうち
で「実りの秋」が一番多く
書かれていたそうです。
食欲の秋がトップかと思い
ましたが、実りの秋でした。
　皆さんにとっては、どの

秋が一番でしょう。

公益財団法人　奈良市生涯学習財団の情報を公開しています　http://manabunara.jp “学ぶなら（奈良） 学ぶ奈良 検索

バックナンバー（カラー）がホームページでみられます。施設紹介→都祁公民館→公民館だより

月例会での作品

し
て
い
た
だ
き
、

よ
り
楽
し
い
レ
ク
リ
エ
ー

き
添
い
の
保
護
者
の
方
に
も
ゲ
ー

ム
に
参
加

ー
で
し
た

。

シ
ョ

ン
ゲ
―
ム
と
な
り
ま
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
カ
ー
ド
マ
ジ

ッ
ク

、

こ
ん
な
講
座
が
あ
り
ま
し
た
！
（
公
民
館
主
催
講
座
）

 
都
祁
の
里
も
朝
夕
ち
ょ
っ
と
だ
け
涼
し
く

 
 
 
 
 
 
　
　
　
セ
ン
タ
ー
（
吐
山
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
に

、
空
の
帽
子
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
良
県
立
野
外
活
動

画
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

　
九
月
七
日
（

金
）
「
す
ず
ら
ん
学
級
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

子
ど
も
と
一
緒
に
で
き
た
の
で
良
か

っ
た
で

田
舎
暮
ら
し
で
、

南
瓜
、
冬
瓜
の
収
穫
を
行

な
っ
た
八
月
十
八
日
（
土
）
の
午
後
、
プ
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
収
穫
し
た
一
部
の
、

す
。

・
ま
た
い
ろ
い
ろ
な
企

・
友
達
と
ふ
れ
あ
い
、
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
楽
し

す
ず
ら
ん
学
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
く
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
索
く
だ
さ
い

。

　
十
一
月
三
日
・
四
日
の

「
つ
げ
ま
つ
り

二
〇
一
八

」
の
公
民
館
ブ
ー
ス
で
展
示
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
の
で

、
皆
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
力
作
を
ご
覧
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
だ
さ
い

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尚

、
公
民
館
ブ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
に
は

、
各
種
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
催
講
座
の
写
真
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
展
示
し
ま
す

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
自
身
の
姿
を
検

　
後
半
は

、
三
宅
学
さ
ん
の
マ
ジ

ッ
ク
シ

ョ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ロ
ー
プ
マ
ジ

ッ
ク

、

プ
チ
田
舎
暮
ら
し

　
内
容
は
、
前
半
・
健
康
講
話
と
後
半
・

マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー

で
し
た
。

　
健
康
講
話
は
、

講
師
に
奈
良
ヤ
ク
ル
ト
販

売
の
管
理
栄
養
士
を
招
き
、
「
六
五
歳
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
瓜
、
冬
瓜
は
十
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
講
座
で
料
理
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
帽
子
マ
ジ

ッ
ク
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
色
々
物
を
出
す
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
印
象
深
い
で
す

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
驚
き
ま
し
た

。

・
子
ど
も
と
体
を
動
か

　
最
後
は

、
皆
で
輪
ゴ
ム
を
使

っ
た
マ
ジ

ッ

ク
を
体
験
し
ま
し
た

。

芸
体
験
の
作
品
が
九
月
末
に
焼
き
上
が
り

、

公
民
館
に
届
き
ま
し
た

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
。

し
、

楽
し
い
時
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
七
月
二
十
七
日

（
金

）
 
に
行

っ
た

、
陶

　
　
　
南
瓜
・
冬
瓜
の
収
穫

く
ゲ
ー

ム
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

・
学
校
の
授
業
に
繋
が
る
よ
う
な
こ
と
を
、

◆
参
加
者
の
声
（

特
に
保
護
者
か
ら
）

の
体
力
づ
く
り
」

を
聴
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら
キ
ャ
ン
プ
補
助

　
　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム

 
キ
ッ
ズ
つ
げ
ザ
ー

都祁公民館だより 平成３０年１０月１４日

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
十
本
の
苗
を
植
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
瓜
四
十
個
、
冬
瓜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
十
個
を
収
穫
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
。
こ
の
日
は
、
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ム
で
楽
し
み
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
員
を
講
師
に
招
き
レ

◆
都
祁
水
彩
ク
ラ
ブ
◆

たどたど


